
特別養子縁組の経験を 

ソーシャルワークに生かして 

 
 

養子縁組当事者 近藤 愛 



自己紹介 

 福井県出身．大学から関西に出てきて，関西在住９年目！
笑  

 今ではちゃんぽんな関西弁を使いこなせるようになりまし
た！ 

 専攻は社会福祉学科専攻で，研究テーマは養子縁組里親や
地域での里親推進のための研究テーマをやっていました． 

 現在は，自治体の役所にて児童CWとして働いています． 

 時々里親さんのサロンや講座に呼ばれることも・・・． 

 

では，私のライフストーリーに少しお付き
合いくださいませ・・・ 
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大学の講義で「真実告知」を取り上げる
テーマがあった． 

 大学１年の講義で「真実告知」をとりあげる授業があった． 

 真実告知とは，養子縁組された子にとっては重要な機会． 

 真実告知をすることで親子の関係が崩れることもあり，里
子にとっては，自分は何者か，がわかる．戸籍をとったら，
一番最初の欄に今の親とは違う住所と名前が載っているこ
とがわかることにもなる． 

 このことについては，今でも真実告知をするべきなのか，
いつやるべきなのか，が問われている． 



卒論書く時期になった・・・ 
大学で研究テーマを里親にしたけど，
現状どうなってるんだろう？ 



里親ってなんぞや？ 

 里親って単語だけはよく聞くけどなんだろう．養子縁組？
養育里親？ん？と思うことがおありではないでしょうか？ 

 

 里親とは、様々な事情により家庭で暮らせない子どもたち
を、自分の家庭に迎え入れて養育する人のことを言います。
ほとんどの子どもたちにとっては、愛着や人格形成の上で
も家庭的な環境の下で生活できることが必要です． 

（http://buddy-

team.com/index.php?blogid=12&gclid=EAIaIQobChMI5On_p4-
A5gIViauWCh3F9AIzEAAYAyAAEgLsSPD_BwE より引用） 
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（https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/000358499.pdf ） 
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里親ってこんなに種類あります！ 

 ＜養育里親＞ 

親族でない児童の養育を行う里親（従来の短期里親的養育<数日から１
年以内程度の期間を限定した養育>も含む）養育里親研修の受講が必要。 

 ＜専門里親＞ 
養育里親のうち、被虐待などの経験があったり、非行等の問題、障害
のある児童など特に密接な家庭的援助を必要とする子どもを育てる里
親。里子養育の経験か児童福祉事業従事経験、それに加え専門の研修
の受講が必要。 

 ＜親族里親＞ 
預かる子どもの三親等内の親族（祖父母やおじおばなど）で里親の認
定を受けた者。 

 ＜養子縁組里親＞ 
養子縁組によって養親となることを希望する者で里親の認定を受けた
者。 



（https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/000358499.pdf より) 
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研究していく中で 

  たくさんの人の出会いが・・・ 

 大学卒業する時に朝日新聞に母と一緒に取り上げられることに． 

 名前を伏せず，公表することには母の反対もかなりありました． 

 でも私にしかできない発信があるのではないか 

   という思いから取材を受けました． 

(https://www.asahi.com/articles/ASH3T66FSH3TOIPE03K.html ） 

↑こちらに記事の内容が書かれています． 

 

 
 

     

https://www.asahi.com/articles/ASH3T66FSH3TOIPE03K.html
https://www.asahi.com/articles/ASH3T66FSH3TOIPE03K.html
https://www.asahi.com/articles/ASH3T66FSH3TOIPE03K.html


大学院に入ることになり 

 親からの薦めで，大学院に進むことに． 

 大学院の時に様々な自治体に取材にいったり，里子ちゃん
たちの集まりに参加することになり，いろんな視点で「里
親」を振り返る機会に． 

 里親委託は薦めるべきといっているが果たしてそれが正義
なのか．第３者的な視点からみるとこのフィールドは異色
なように見えたことがあった． 

 その答えは社会人になって深まることなのかと思い，就職
へ 



そして社会人へ 

 今まで習ってきたことが現実に目の前で起きているがそれ以上
に活用がしにくいという現状． 

 

 里親に育てられたという経験は生かされず，少しだけの養子縁
組の知識を持ってても活用されることはなく，毎日の業務に忙
殺される毎日・・・． 

 

 でもそれ以上に人脈という強みが自分自身を変えていったよう
に感じました． 

 

 その中で改めて，ふと思い出した実習の時に言われた言葉 



ソーシャルワーク 

 ってなんでしょう・・・？ 



ソーシャルワークとは・・・ 

■より良い社会を実現していくために、仕組みや制度
を変えていこう、整えていこうという取り組み。
ソーシャルワーカーは、その取り組みを実践する人
のこと。
（https://www.kusw.ac.jp/general/introduction/course/welfare/welfare_social

worker より引用) 

 

 と，このように書かれています・・・が・・・・実際どう
でしょう？ 
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ソーシャルワークといってもいくつかの形がある
ように思っています． 

社会に働きかける力は，当事者発信であったり，
NPO団体での発信であったり，とりあげたらいく
つも出てきます． 

その中でも当事者発信はかなりの精神力やしんど
さが背景にあることを忘れてはならない． 

しかし，発信することでこれからの世代や様々な
境遇の中で，暮らしやすくするための情報発信で
す． 

何よりも必要なことは受けとり手が事実受け止め，
少しでも様々な解釈にできうるということです． 



私にとっては忘れられない出会い 

 
・里親を憎む子との出会い 
・初めて特別養子縁組を希望した親
との出会い 



私にできることは影のことだけど 

  できることはあるのではないか 



福祉は，植物を育てることと同じで
手間をかけなければいかない． 

育児にも他にもそのことは通じる． 







子どもたちが暮らしやすい場所 

 社会にすることが私たちのミッション 



ご静聴ありがとうござました！ 

多くの子どもたちが生き生きと暮らすことができるようになりますように 


